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Ⅰ はじめに
歴史気候（HistoricalClimatology）は，狭義に
はとくに文書
もんじょ
を使った過去の気候研究である。その
課題はまず，歴史時代の気候変動の解明とされる。
すなわち，器械観測以前の気候を詳細に復元するこ
とである。この器械観測の補助としての歴史気候は，
その応用的役割の一つである。
そこでは文書の解読，史料の吟味など，文献史学
の方法が援用された。そのため欧州では経済・社会
史から，多くのアプローチがなされている。気候の
代替資料として用いられる年輪，花粉，氷河，黒点
等々では，自然科学的な解析方法を必要とする。文
書を用いることから，歴史気候の性格が規定されて
いるが，このことは器械観測記録の集積が，気候学
の性格を規定したことと似ている。また文書記録，
たとえば災害記録などは，人を通して記録されたも
のであるから，人と関わるものである。それは人に
よる変化・変容の存在を意味するから，たとえばブ
ドウの収穫であれば，並行してワインの歴史の解明
が必要であり，単なる自然現象ではないために，複
合的な分析を必要とする。そのため歴史気候は，自
然科学的な代替資料を利用した成果と，ときに齟齬
を来すこととなる。
こうした歴史気候研究が，スイス，ベルン大学
歴史学科の，経済・社会・環境史専攻（WSU：
Wirtschafts-,Sozial-,Umweltgeschichte）で行わ
れている。とくにフィステル（Pfister）教授らが担
当する環境史では，気候史（Klimageschichte）を
中心に，自然大災害などが研究される。また経済史
でも，気候と穀物価格の分析などがされる。隣接の
スイス気候研究（NFSKlima）は，13大学・研究
所のネットワークセンターであるが，同じくヴァン
ネル（Wanner）教授らにより，古気候復元が行わ
れている。環境史で作成を継続している Euro
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欧州における近年の温暖化とブドウ栽培の変化
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Abstract
Inthisresearch,theinfluencethatGlobalwarminghasbeenexertingonvinicultureinEuropewastakenup.
Thefieldinvestigationandthestatisticalresearchweredone,andtheinfluenceoftheclimatevariationwasana-
lyzed.Theresultsofthisstudyareasfolows.1）AsforthevarietyofvinicultureinGermany,itismainlycom-
posedofRiesling,andforredwine,suchasSpatburgunder,isalsocommonone.2）Insomeplacesofthe
highlandsinAlps,Switzerland,thewineproductionthatusedlocalhigh-qualitygrapeschangedfromfor-private
tofor-commerce.3）Inthenorthof13cultivationregionsofGermany,newvineyardsareopenedinBrandenburg
andMecklenburg-Vorpommern.4）ThoughtheamountofwineproductionofGermanyislessthanthatofthe
Mediterraneanarea,itincreasesoritstabilizesandthevarietyhaschangedtoonesofhighquality.5）Asforthe
yeartoyearchangeofwineproductionamount,asimilartendencyamongregionsisseenbythesouthornorth
locationandthecultivationvariety.6）AsforthecultivationvarietyofGermany,Silvaner,strongforcold,de-
creases,andSpatburgunder,weakforcold,increases.7）Inthewineproductioninthevicinityofthenorth,itis
thoughtthatthehightemperature,longsunshineduration,andlittleprecipitationworkadvantageously.8）The
hightemperatureinthewarm periodhasnegativecorrelationwiththeamountofwineproduction,anditis
thoughtthataremarkablehightemperatureatthemidsummerbecomesatroublefactorinrecentglobalwarm-
ing.9）ThewineproductionamounthaspositivecorrelationswithtemperaturesinSeptemberandMay,andit
isthoughtthattheearlyfloweringandenoughmaturityareadvantageous.10）Inthenorthvicinityproduction
area,itisthoughtthatahightemperature,littleprecipitation,andlongsunshinedurationinSeptemberenable
theproduction.
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ClimHistは，欧州を中心に南米など含めた天候や
災害などについて非常に詳細なカテゴリーを持ち，
マイクロソフトのSQL機能を使用したシステムで，
中世に遡って分布図が示され，また気圧配置図と結
びつけられている。
そうしたプロジェクトなどで集積した代替資料を，
古気候復元に利用するには，代替資料に関する詳細
な検討が前提となる。文書から得られる気候情報に
は人が介在しており，地域によりまた時代により異
なるため，それを分析する地理学・歴史学が必要と
なる。たとえば，大雨災害や洪水災害であれば災害
史が必要であり，ブドウの収穫であれば農業史が必
要である。
さらに代替資料を用いた古気候復元は，必ずしも
十分なものではない。もし代替資料による復元が，
近代以降の気象観測データにみあうものであれば，
器械観測の意義は失われる。同様に，気候はマクロ
な面から歴史とのかかわりが指摘されているが，人々
や社会自体に内在する要因とは異なる位置に気候が
存在しているため，歴史気候では周辺分野とは異な
り，いわば外因とのかかわりに重みをおいての変化
の解明となる。
過去の気候変動の解明に用いられる代替資料はさ
まざまであるが，ブドウの収穫日の記録は，欧州の
歴史時代の気候の復元に，重要な役割を果たしてき
た。このブドウ収穫日などにもとづいた近世の気候
復元と絡んで，小氷期のワイン造りの変容が明らか
にされている（田上善夫，1995）。すなわち気候の
長期変動は，ワイン用の栽培品種や醸造方法などと
かかわっている。近年でも，1993年冷夏や2003年
暑夏は，ブドウに限らずさまざまな影響を社会にお
よぼした。
こうした過去から現在，さらに将来も含めて，と
りわけ食糧史（ワイン史を含む）や人口史などのシュ
ミレーションには，気候は必須の変数となる。ただ
し，たとえばワインの変化とは，その背景にある世
界の変化から独立しているわけではないので，気候
とのかかわりは限定された範囲内にとどまらない。
歴史気候の研究では，始めに時間的な同時性を考
慮した，気候に関する出来事の記述がある。代替資
料の検証により，相関関係の存在が確認され，さら
に因果関係まで明らかにされるなら，それは単に個
別的な現象と気候との関係にとどまらないことなる。
すなわち歴史気候の目的は寒暖・乾湿などの古気候
復元にとどまらないが，それはたとえば偏形樹のよ
うな気候景観が，風の影響のみならず他の地形要素
や植物の個体間競争なども反映することから，その
分析結果は単に気象観測網の空間的補完をするにと
どまらず，複合的な環境の解明を可能とすることに
似ている。このように歴史気候では，気候を通して
世界の変動を描写することから，さまざまな展開の
可能性が開けると考えられる。そうしたアプローチ
は，変化についての説明や実証を直接目的とするも
のではないが，そうした描写が目的とされる背景に
は，すでに明らかにされている事実の少なさがある。
Ⅱ ブドウ栽培とワインの変化の概要
1.北方のブドウ栽培の盛衰
歴史気候で重要な代替資料の一つが，前述のブド
ウに関するもの（収穫期日など）である。欧州では
歴史時代に，ブドウ栽培に大きな変動があった。主
にアルプス以北の地域が取り上げられることが多い
が，変化の概要はおよそ以下のようである。
ラインでは，リューデスハイム（Rudesheim）と
マリエンベルク城から，紀元前500年ころのギリシ
ア式のワインの盃が発見されている。紀元前後には，
ボルドー，ノルマンディー，フランダースにおよび，
モーゼル河畔のトリエールやノイマーゲンに葡萄山
が開かれ，ライン河畔からも葡萄の種や鋏が発見さ
れている。紀元280年ころには，ファルツ（Pfalz），
バーデン（Bacharach）， ヴュルテンベルク
（Wurttemberg）などに葡萄山が開かれた（古賀 守，
1975）。古代には主にローマによって，北方にもブ
ドウ栽培，ワイン造りが導入された。ただし古代の
北方におけるブドウ栽培は継続せず，その後衰退に
向かう。
8世紀になると，イギリス，ハンプシャーのペ
ディングストックに，葡萄園が開かれた（古賀 守，
1975）。カール大帝はリューデスハイムにブドウを
植え，10世紀にはザクセン（Sachsen）にも伝播し
た（佐々木 博，1965）。ブドウ山は，チューリン
ゲンに973年，エルベ河畔に1050年，ポンメルン
に1128年に開かれた。12世紀にはモーゼルやロー
ヌ渓谷上流の崖の上まで，テラス状の段々畑が伸び
ていった。15世紀にはドイツでは，バッハラッハ
（Bacharach)，クリンゲンベルク，ヴュルツブルク
（Wurzburg）が三大ワイン産地であった（古賀 守，
1975）。このように，中世に再び北方でワインの発
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展があった。しかし，その後再び衰退し，ブドウ栽
培の北限は南に後退する。
近世における北方のワインの衰退には，以下の諸
要因もかかわる。まず宗教改革により多くの修道院
が廃止され，三十年戦争（1618-1648）により栽培
地が荒廃し，ハンザ同盟都市の勃興により地中海諸
国からワインがもたらされたことが，打撃となった。
ブドウ畑は，ケルン周辺では19世紀初頭に消滅し
た。北，東，中部ドイツの，シュレージエンやザク
センからも消えた（佐々木 博，1965）。古代末と
同様に，近世から近代にかけても，北方でのワイン
栽培は後退した。
2.ブドウ栽培と地中海性気候
こうしたワイン生産地の変動は，気候変動にかか
わると考えられ，また他の代替資料による復元結果
とも一致する。これにより，とくにドイツにおいて，
古代のワイン生産の導入，中世の栽培地域の北進，
近世の衰退の歴史は，その間の気候変動，すなわち
中世温暖期，近世小氷期などに対応するものと解釈
されてきた。
このことには，ブドウ栽培には地中海性気候が適
することが基礎にある。地中海性気候の範囲は，ケッ
ペンの気候区分により表され，欧州ではその北の西
岸海洋性気候と分けられている。
さらに地中海性気候の程度が，冬に連続最多雨3
ヶ月の降水量をw，夏に連続最少雨3ヶ月の降水量
をsとし，s=0のときを100，s=wのとき0として，
表わされる。地中海東半部から北アフリカ海岸部で
は100，西地中海では80，フランス，イタリア，バ
ルカン，黒海では急減する（福井英一郎，1966）。
こうして冬季に降水，夏季には乾燥する地中海性気
候の特色は，北方で低くなることが示されるが，ブ
ドウ栽培は夏季の気候状態に大きく依存するため，
冬雨を特色とする地中海性気候そのものと直結する
わけではない。
ブドウには，マスカットなど乾燥・温暖に適した
ヨーロッパ系品種群，デラウェアなど高温・多湿に
強いアメリカ系品種群，甲州ぶどうなど乾燥・低温
に適した東洋系品種群がある。夏半期の降水量がア
メリカ系は1,200mm以下，東洋系は1,100mm以下，
ヨーロッパ系は900mm以下で，20℃以上が適する。
日本では，瀬戸内沿岸は適するが初夏の雨量がやや
多く，甲信越・東北では後半の雨量が多く，比較的
冷涼である（高谷 悟，1965）。
ヨーロッパ系品種は，乾燥・温暖が適するが，アル
プスの北に行くほど，条件が悪くなる。ブドウ栽培
の北限地域において，年々の生育期間の天候が，収
穫におよぼす影響は大きい。ブドウ収穫期日の変動
においても，夏季の天候の反映と解釈されてきた。
3.近年のワイン生産の変動と地球温暖化
20世紀に入って，欧州のワインは再び増加する
ようになった。ただし近年においては，とくに地中
海沿岸諸国で，ブドウ栽培面積が減少している（表
1）。同じくワインの生産量も，地中海沿岸諸国で
減少する傾向があるが，中にはスペインのように大
きく変動する国もある（表2）。
第二次大戦後には欧州以外にもカリフォルニア，
チリ，オーストラリア，南アフリカなどでワイン産
地が発展し，近年のグローバル化の中で，伝統的な
ワイン産地はそれらとの競争にさらされるようになっ
た。フランスでは，安価なワインを生産するラング
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欧州連合への参加は，オーストリアは1995年，ハン
ガリーは2004年，ルーマニアとブルガリアは2007年，
他はEUに改称以前からの参加国である。
表2 欧州連合諸国でのワイン生産量の変化
（10万hl）
表1 欧州連合諸国でのブドウ栽培面積の変化
（1000ha）
01-04年の生産量の上位10ヶ国について，5年（4年）
平均値で示す。InternationalOrganisationofVine
andWineより集計，表2も同様。
ドック・ルーションなどの小規模農家が，とくに打
撃を受けている。1999年にEUはワインの新たな
生産地規制を行ったが，生産過剰は現在も続いてい
る。なお減反が継続しているが，作付制限は
2015年までに原則廃止される予定である。
ただしそれらの新たな産地においても，近年は干
ばつなどの影響が大きいといわれる。一方で，比較
的北に位置するドイツやオーストリアでは，面積お
よび生産量ともに，増加ないしは安定する傾向がみ
られる。ドイツワインの輸出は，2005年には1985
年以来最高となり，イギリスを筆頭に，アメリカ，
オランダ，日本，スウェーデンに輸出されている。
なお，英国ではブドウの栽培面積は，主要国にく
らべてはるかに少ないが，近年急速な増加がみられ
る（図1）。とくに南東部のケント州やサセックス州
でのスパークリングワインは，近年評価が高まって
いるという。
生産の変化に南北で差異があるのに対し，フラン
スのブルゴーニュやボルドーでも，ブドウの収穫期
日が早まっている（図2）。シャンパーニュでも，収
穫期日は20年ほどの間に10月初旬から9月中旬に
なり，猛暑の2003年には8月下旬に収穫された。
日本でも，収穫を遅くして熟度の高まったブドウ
から高品質のワインができるといい，以前は10月
中・下旬がよい（広保 正，石井 弘，真行寺 孝，
大井一郎，中堂 進，湯目 英郎，1981）といわれ
ていたが，近年収穫時期は早まった。また赤ワイン
は，山梨よりも塩尻の気候が適するようになり，小
布施のワインが高い評価を受け，山形ではワインメー
カーが11社に増えたという。勝沼が標高500mであ
るのに対し，塩尻はより高い700mであり，さらに
長野の小布施や山形など，産地は北にシフトする傾
向がみられる。
これらには，地球温暖化の影響が指摘されている。
ただし，2003年は異常な猛暑で，収穫が早まり，
糖度は急上昇するが，品質が低下した。高温障害を
受けて酸味が少なく，芳香は失われ，アルコールの
強いワインとなった。スペインでは日陰で栽培し，
散水することが提案されている。温暖化の影響は，
カリフォルニアでも大きく，オーストラリアでも干
ばつにより減少している。欧州では猛暑の夏に，雹
を伴う大雨が急増し，ブドウ樹を折るほどの嵐もあ
り，さらに病虫害の被害が増加した。
こうした猛暑による被害の中で，ワインへの気候
変動の影響が懸念されるようになった。コロラド大
学のロバート・ピンカスは，25年後のワイン生産
地を予測した（マック・マーゴリス，エリック・ペー
プ，2003）。南オレゴン大学のジョーンズは，同年
のアメリカ地質学会大会において，「気候変化と世
界のワインの品質」というタイトルで，27のワイ
ン生産地域について，1）1950-1999年の気温変化，
2）最近の品質の傾向，3）気温変化の影響，4）2000-
2049年の気候シナリオからの予測，について報告
した。今後は気温の年々変動は小さくなるが，高品
位ワイン生産は，気候に適合させるか，あるいは暑
すぎて減少するとした（Jones,G.,2003）。
翌2004年には，50年後にはワイン生産の適地が
ドイツやイギリスに移動することが予想された
（Jones,G.,2004）。また同年には，長期にわたる古
気候復元研究も報告された。ブルゴーニュでのピノ・
ノワールの収穫期日にもとづく，1370-2003年の
春・夏の気温の復元結果にもとづくと，1990年代
のような暑さは数回あったが，2003年の暑さは初め
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図2 ブドウの収穫期日の変化
（たて軸は9月1日起算の日付，折れ線は11年移動平均値）
Schultz,H.R.andJones,G.（2008）より作成
図1 英国のブドウ栽培面積の変化
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てとされた（Chuine,I.,Yiou,P.,Viovy,N.,Seguin,
B.,Daux,V.,LeRoyLadurie,W.,2004）。
2005年には，スペインでは大干ばつで生産が低
下した。新たに滴下法での灌漑や，ブドウ栽培の北
方のピレネー山麓への移動が考えられた。また，ラ
インガウ（Rheingau）ではアイスヴァイン（Eiswein）
を作るブドウの収穫は，年を越して1月14日早朝
となった。アイスヴァインは，もともとフランケン
で1793年に，偶然作られたものである。ドイツで
アイスヴァインとよぶのは，-7℃以下に降温した
ときに収穫したものとされる。ふつうは12月半ば
であるが，収穫が11月ならその爽やかな酸味が好
まれるが，1月になると濃度が高まる一方，酸性が
低いといわれる。
2006年には，スペインのワインアカデミーによ
り「第1回ワインと気候変動に関する国際会議」が
開かれた。また，日本ソムリエ協会により「地球温
暖化とワイン（温暖化はワインにどのような影響を
及ぼすか）」というテーマでセミナーが開催された。
2008年にも，バルセロナで「第2回ワインと気候
変動に関する国際会議」が開かれ，高温地域を中心
に気候変動のワイン生産に対する影響が，懸念され
ている。
4.現在における分析の必要性
温暖化のもとでワインにもたらされた災害は，ブ
ドウの収穫は夏季の高温乾燥によるとした，従来の
通念に反するものである。このことは，代替史料を
用いた歴史時代の気候変動研究を再検討することの
必要性を示している。近世には気候変動とワイン生
産に大きな変化があったが，両者の解明は十分とは
いえず，従って両者の関係も明らかではない。年代
的変化の詳細な復元や，さらに地域的な解明も必要
である。
このように詳細なワイン生産と，それに対応する
気候が，明らかにされて，複合的な変化の様相が明
らかになると考えられる。すなわち人間・社会と自
然とのかかわりについて，総体として取り上げられ
る必要がある。とくに従来の通念が現在あてはまら
ない以上，アルプス以北における気候変動と現在の
ワイン生産の変容は，再検討を要する課題である。
Ⅲ 冷涼地でのワイン生産の現状
1.北辺でのブドウ栽培
ライン
ライン川中流部の右岸側にラインガウ，左岸側に
ラインヘッセン（Rheinhessen），下流側にミッテ
ルライン（Mittelrhein）の，ワイン生産地が続く。
ラインガウでは，斜面一帯がブドウ畑となる。こ
の地でのブドウ栽培は，9世紀に復活したといわれ
る。シュロス・ヨハニスベルクはちょうど北緯
50°にあたり，城内にその位置が示されている（図
3）。1096-1100年にラインガウで初めて修道院が作
られ，ブドウ園ができた。リースリンク（Riesling）
を初めて栽培し，1720年からリースリンクワイン
のみを作る。1775年に最初のシュペートレーゼ
（Spatlese）ができ，それを知らせた急使の碑がた
つ。ヨハニスベルクのブドウ畑は35haあるが，す
べてリースリンクが占めている。
ラインガウの下流側にリューデスハイムが位置し，
さらにミッテルラインのバッハラッハなどに続く。
バッハラッハは，近世以降に中心となる（図4）。ラ
インヘッセンのビンゲン（Bingen）からコブレンツ
（Koblenz）までの50kmが渓谷となるが，河道の屈
曲は緩やかである。斜面がブドウ畑となり，上方の
平坦な面には集落や保養施設などがつくられ，さら
に背後のなだらかな丘陵に続く。
ミッテルライン地域の下流側のベライヒは，ジー
ベンゲビルゲとよばれる。旧西ドイツの11地域中で
は最北にあたり，Konigswinter,Oberdolendorf
はボンまで10km，標高も50mまで低下する。付近
ではワインは10世紀ころから作られたというが，
ここより北方のワインは19世紀までに消滅した。
「七ヶ山」の名の由来は，右岸にそびえる標高300
～400mほどの山々である。最下流のブドウ畑は，
ライン川に臨む南西向き急斜面の下部に位置する。
ラインの川面に反射して，日射が増加するといわれ
るが，地形的に午後に気温や陽射しが好条件となる
と考えられる。
モーゼル
モーゼル川はドイツ－ルクセンブルグ国境を流れ，
標高135mのトリア （ーTrier）の5km上流でザー
ル川が合流し，5km下流でもルーヴァ （ーRuwer）
川が合流する。そのため，モーゼル・ザール・ルー
ヴァーとして，一つの生産地域にまとめられる。ブ
ドウ畑は丘陵地に嵌入
かんにゅう
蛇行した幅2・3km以下，
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深さ150mほどの谷の斜面を占めている。モーゼル
川から北方には，緩やかな丘陵地帯が続き，ブドウ
畑もみられるが規模は小さくなり，渓谷内の景観は
周辺丘陵地と大きく異なっている。
モーゼル川は著しく蛇行しており，トリアーから
コブレンツまで直線距離95kmに対し流路は195km，
さらにその間のMehringからCochemは45kmの
距離に対し流路は120kmもある。とくにツェル
（Zel），Traben，Kues付近での蛇行が著しい。幅
が広く直線的なラインにくらべると，舟運は不利と
なる。
モーゼルでは古代ローマの時代にワインが作られ
たが，トリアーはローマによるドイツ最古の都市で，
2世紀のローマの城門であるポルタニグラや，4世
紀のコンスタンチン帝の謁見室，バシリカなどが残
る。モーゼルのブドウ園はトリアーやツェルなどにも
多いが，なかでもトリアーからコブレンツに3分の
1ほど下った，ベルンカステル・クース（Bernkastel-
Kues）付近は，最大の中心となっている（図5）。
右岸のベルンカステルの丘の上にある Landshut
は，7世紀に建設，1277年に再建，1692年の火災
後に放置されたが，14・15世紀にはトリアーの大
司教の静養地であった。小谷をはさんで北側に
Doktorberg（292m）という丘があるが，ベルンカ
ステルで有名なドクトールというワインは，選帝侯
として権勢のあった大司教の病を癒したことに因む
といわれる。ハーフティンバーの建物が建ち，集落
のお堂にはキリストとマリアがまつられる。
クース市域では，右岸の1園を加えた4ブドウ園
は計80haあり，9割が急傾斜地である。ブドウ山
では，まず深く耕し，次に野ブドウを植え，さらに
リースリンクなどを接ぎ木する。最初の収穫は3年
後で，30年くらい続く。リースリンクは97%を占
め，晩熟で10月末に収穫する。赤ワインは3%で，
1980年代半ばから高品質でやや早熟，並の収穫
の，ブラウエル・シュペートブルグンダ （ーBlauer
Spatburgunder）が作られるようになった。
トリアーとコブレンツのほぼ中間に，トラーベン・
トラールバッハ（Traben-Trarbach）が位置する。
この付近ではモーゼル川は大きく蛇行し，川幅は狭
い。付近の左岸がトラーベンで，蛇行により凸状の
半島部となり，丘の上にMontroyal砦跡がある。
右岸がトラールバッハで，蛇行により凹状の攻撃斜
面の地であり，Grevenburg城跡がある。ベルンカ
ステル・クースでは，左岸の半島部がクース，右岸
の攻撃斜面がベルンカステルである。いずれも半島
先端部のなだらかな平地にやや大きな市街があり，
攻撃斜面側の川を見下ろす急崖上に城跡が残る。
2.高地でのブドウ栽培
スイス
スイスでのワイン生産は，全国に対しヴァレー
（Valais）は35%，ヴォーは26%のほか，フランス語
圏が75%を占める。ブドウ畑は，湖岸または河岸の，
急斜面にある。ワリス（ヴァレー）はかなり乾燥し
た地域で，ブドウ畑は高所に至る。
ドイツと異なり，白ワイン用の主要種はシャスラー
で，ヴォーでデザレー，ヴァレーでファンダン
（Fendant）とよばれ，面積の45%，生産量の60%を
占める。他地域およびドイツでグートエーデルとよ
ばれるが，ドイツでは必ずしも多い品種ではない。
次いで低温に適するミュラー・トゥールガウが面積
の5%を占め，ズィルヴァーナ （ーSilvaner）が続く。
赤ワイン用の主要種はドイツと同じく，耐冷性の
あるブルゴーニュ地方発祥のピノ・ノワールで，ヴォー
でサルヴァニン，ヴァレーでドール（Dole），他で
はブラウブルグンダーとよばれ，面積の27%を占め
る。また，フランス語圏を主に，ボジョレー地方発
祥のガメイが14%を占める。イタリア語圏のティッ
ツィーノでは，ボルドー地方発祥でやや高温に適す
るメルローが85%を占める。
こうした広く栽培される品種のほかに，スイスで
は各地で栽培される固有品種が多く，白45種，黒
18種におよぶ。
ワリス，フィスパーテルミネン
ローネの谷を西流するRotten川に，北流してき
たVispa川が合流する位置にフィスプがある。フィ
スプから南にフィスパー谷（Vispertal）が延び，両
岸の稜線高度は3,000m前後である。右岸稜線の背
後にはアルプス越えシンプロン峠があり，左岸の稜
線はマッターホルンに続く。フィスパー谷の高度は，
フィスプで650mほど，上流のシュタルデン（Stalden）
では800mほどで，そこより上流はザース谷（Saastal）
とマッター谷（Mattertal）に分かれる。両谷間にミ
シャベル山群がそびえ，スイスアルプスの最高峰モン
テローザに続く。シュタルデンからグスポン（Gspon，
1893m）へ，またフィスパーテルミネン（Visper-
terminen，1336m）からGiw（1962m）へのように，
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上部森林限界近くまで，ザイルバーンが敷設される
ところもあるが，冬季にはスキーゲレンデとなる。
フィスパー谷の斜面上方にも多くの集落が連なり，
谷底からはバスが連絡する。斜面は森林や牧草地で
あるが，斜面の上下また水平方向にワンダーヴェー
ク（Wanderweg）が，カラマツ，五葉松，モミ類，
コメツガ，マツ類の樹林の中を通る。豊富な水が湧
きだし，用水とされている。道沿いには，マリア像，
キリスト像がたち，石置屋根の小屋が多い。1600
mほどのところにも，森の教会（Waldkapele）が
建てられている。マリア像やキリスト像は，沢など
の道端に，またアルム近くに多く祀られる。集落の
傍では，キリストの聖跡の場面を人形で示した小堂
が，水直方向に続く。
フィスプ市の南のフィスパーテルミネンには，移
牧の出づくり小屋が多いが，休暇を過ごす別荘地と
なり，ホテル，レストランなども建つ。およそ43ha
のブドウ畑がある。とくに卓越したワインベルクが
Riebenで，フィスパーテルミネンのゲマインデ
（Gemeinde）の中心より下方に位置する。高度650
mのフィスパー谷底に向かって，東西に刻まれた
Bachjiの支谷により，南西向きの斜面が形成され，
そこがヨーロッパ最高所のブドウ山（1,100m）とな
る（図6）。斜面傾斜は30°ほどである。この支谷
をはさんで南側にUnterstalden集落があり，また
上方1200m付近にも集落がある。
ワインベルクの最上方の1筆では，ブドウ樹が縦
横に等間隔に植えられる。8段に25本づつの計200
本があるが，1本1本に名札がつけられている（図7）。
多くの畑で，等高線方向に基本的に列が作られるが，
最大傾斜方向に並ぶものもある。ブドウ樹は高さ
1mほどで，支柱もある。鳥よけのためか青いネッ
トが，一部にある。急斜面で水はけは良く地表面は
ガラガラで，散水設備もつけられ，最上方にはため
池が作られている。
ブドウ畑で50歳くらいの男性が，道具を使わず
に作業をする。このブドウ畑はヨーロッパ一の高所
にあることは自慢である。白ブドウは，みなハイダー
種であり，赤ブドウはピノその他である。フィスペ
ルテルミネンと，フィスプとの間は，ハイダー村
（HeidaDorf）であり，ハイダー種は地名に由来し
ている。
このワインベルクで栽培されるのは，白ワイン用
のハイダー25%，シャスラー11%，ズィルヴァーナー
10%，リースリンク×ズィルヴァーナ （ーミュラー・
トゥールガウ）8%など，計60%がある。比較的下
の方に，赤ワイン用のピノ・ノワール（ブラウ・ブ
ルグンダー）30%，ガメイ9%など，計40%がある。
とくにハイダーワイン，またはド・リーベワインで
知られ，ハイダーはシュタルデンで多い。ハイダー
の語源はHeiden，すなわち荒地であるが，ハイダー
種はローマにより東のNanztalからもたらされた
という。ヴァレーに古くからあるパイエン（異教）
種と同じで，白ワイン用としてはやや高温に適する，
ソーヴィニヨンブランと近縁である。
ブドウは白ワイン用にせよ，赤ワイン用にせよ大
変甘いが，ハイダーは糖度100オクスレ，アルコー
ル度14%になる。Heideワインは高級品で，2007
年のスイス国内価格でも，1本45スイスフラン
（4,700円）ほどになる。フィスパー谷対岸のツェネッ
ゲン（Zeneggen）下方のWurtentalで作られるが，
その高度は1,000mに達する。また上流のKalpetran
では，ワイン栽培は1,080mに達するという。
付近でのブドウ畑は，およそ200m2以下に区分
されている。従来は自家用がほとんどであったが，
近年は商業栽培となり，1979年に協同組合が設立
された。フィスプ谷の360以上のブドウ農家が，ウ
ンターシュタルデにあるサン・ヨーデルン酒蔵のメ
ンバーであるが，大小の自営酒蔵もある。毎年9月
第1土曜の Wi-Gril-Faschtという祭りでは，ブ
ドウ山を通り，6種類の地元シュピッツェンワイン
がふるまわれる。フィスパーテルミネンでは，フィ
スプの北にそびえるWiwanni山（2998m）に，夏
に雪がなければ，良いワインができるという。
なお，フィスパーテルミネンでは，ワインを中世
から生産したといわれる。ベルナーオーバーラント
から北のベルン側は，降水が多いために高所で栽培
できない。
Ⅳ 近年のドイツのワイン生産の変化
1.ドイツのワイン生産地域
ドイツでは原産地の呼称制度により，13の生産
地域（Anbaugebiete），39の地区（Bereich），160
の集合畑（Grolage），2600の単一畑（Einzelage）
に分けられている。主要地域であるラインガウは，
北にタウヌスの連山，南にライン川がある。生産量
の多いラインヘッセンは，ヴォルムス，アルツァイ，
マインツ，ビンゲンで囲まれる。その南がファルツ
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である（図8）。
13の生産地域の多くは，ライン川とその支流の
モーゼル川，マイン川，ネッカー川などに沿ってい
る。ドイツ東部ではエルベ川と支流のザーレ川に沿っ
て，ザクセンおよびザーレ・ウンシュトルート
（Unstrut）の主要ワイン産地があるが，規模はやや
小さい。ワインの栽培面積は，比較的広い8地域が
大部分を占め，狭小な5地域の合計は2.5%にしかな
らない。
このほかにも小規模なワイン生産地域が，南東部
のドナウ川沿いのレーゲンスブルク（Regensburg）
付近や，中部のヴェーザー川上流のカッセル
（Kassel）付近にもある。さらに，北部のブランデ
ンブルク（Brandenburg）にも Berlinの西の
Werderに小さなワイン産地がある。ポーランドの
国境付近のメクレンブルク・フォアポンメルン州
（Mecklenburg-Vorpommern）では，バルト海に
100kmほどのところにも，小規模なワイン産地が
作られた。ノイブランデンブルク（Neubrandenburg）
東方のブルク・シュタールガルト（BurgStargard）
やシュロス・ラッテイ（SchlossRattey）で，北緯
53.5度に達する。
これらの地域の個々のワイン畑は，小規模な丘陵
や河谷に沿って分布している。すなわち，西部のラ
イン川流域では，中流より上流側に限られる。また
バイエルンのアルプス山麓ではみられない。
2.ドイツの地域別ワイン生産
ドイツでのワイン生産の現状を，ドイツワイン協
会（DeutschesWeininstitut）による統計値にもと
づいて，概観する。13の主要なワイン生産地は，
およそ栽培面積に応じて生産量も異なる。ワイン生
産量の最大はラインヘッセンの2,442,837hl，次い
でファルツの2,211,782hlである。一方ザクセンは
18,730hl，ミッテルラインは24,317hlしかない（図9）。
単位面積当たりワイン生産量の最大は，ヴュルテ
ンベルクの106.3hl/haで，次いでファルツの97.5
hl/haである。一方ザーレ・ウンシュトルートでは
46.2hl/ha，ザクセンでは48.9hl/haしかない（図
10）。単位面積当生産量は，北辺の地域では顕著に
少なくなる。
3.ワインの生産量と品質の変化
ドイツのワイン生産では，1965年からの約40年
間に，ブドウ栽培面積が急速に増加している。ただ
し1990年代以降にはだいたい安定している。ワイ
ン生産量は，1980年代のはじめに最大となった
（図11）。
ただし，単位面積当たりのワイン生産量は，1982
年に最大に達し，1985年に最小に急減した後，
1986年には100hl/haまで回復したが，その後は安
定している。年々の変動については，とくに2，3
年程度での変動幅が縮小する傾向がみられる（図12）。
いずれにしても100hl/ha前後で推移し，著しく不
作の年は現れなくなった。
ドイツではエクスレ（Ochsle）度という収穫時の
ブドウの糖度により，ワインの等級が分けられる。
51度以上が高級なクヴァリテーツワイン（生産地限
定上級ワイン，Q.b.A.:Qualitatsweinbestimmter
Anbaugebiete）である。67度以上が最高級のプレ
ディカートワイン（生産地限定格付上級ワイン，
Q.m.P.:QualitatsweinmitPradikat）である。
この中で，最高級のプレディカートワインの割合
が増加するようになった（図13）。なおここでの等
級分類の値は，ポテンシャルなものである。プレディ
カートワインが3分の1に達しない年は，1987年
以前は16年中9年あり過半を占めるが，1988年以
降の18年では1991，1995年のわずか2年しか現わ
れていない。
2005年の試験結果では，13生産地域の全生産中，
クヴァリテーツワインが85.6%，プレディカートワ
インは14.2%であった。プレディカートワインは細
かく分けられ，カビネット（Kabinett：成熟果によ
る），シュペートレーゼ（遅摘み完熟果による），ア
ウスレーゼ（Auslese：房選り完熟果による）の順に
糖度が高くなる。全生産量に占める割合は，カビネッ
ト6.8%，シュペートレーゼ6.0%，アウスレーゼ1.1%
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図12 ドイツの単位面積当たりワイン生産量
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である。
さらに110度以上のベーレンアウスレーゼ
（Beerenauslese:貴腐果による），アイスヴァイン
（凍果による），トロッケンベーレンアウスレーゼ
（Trockenbeerenauslese:干貴腐果による）がある。
この高級な3種の生産量はきわめて少なく，合計で
も0.3%のみである。
ワインの品質は通常，年による変動が大きく，低
品質の年が現われた。しかし，1980年代後半以降
には，良質な年がほぼ連続するようになった（図14）。
4.ワイン生産変動の地域性
気候値の変動とワイン生産量の変動が対応しない
のは，ワイン生産量の変動は主要生産地域ごとに異
なることが，原因の一つと考えられる。13の地域
ごとの単位面積当たり生産量の最近の10年間の変
動を，クラスター分析を利用して分類する。ここで
は距離の定義に，ユークリッドの距離，その回帰的
定義にウォード法を用いる（図15）。
その結果，大きくA～Dの4地域に分けることが
できる。この4グループについて，それぞれに属す
る地域の単位面積当たり生産量を，年毎に単純平均
すると，およそ他と変化の位相が異なる，変動が大
きい，絶対値が大きい，あるいは小さいなどの特色
がみられる（図16）。
各型に属する生産地域は，型ごとに近接するよう
すがみられる（図17）。A型の単位面積当たり生産
量は81hl/haとやや少ないが，他の型の地域では減
少している1997年にも増加している。A型はライ
ンガウとヘシッシェ・ベルクシュトラーセの，高級
ワインの産出地域である。B型はだいたいC型に
似るが，単位面積当たり生産量は84hl/haとやや少
ない。ただし，1999年には124hl/haと突出して多
くなった。B型に属するのは，フランケン（Franken）
地域である。C型に属する5地域では，全体に単位
面積当たり生産量が多く，平均で95hl/haである。
南部に位置する地域である。D型に属する5地域で
は，単位面積当たり生産量は70hl/haと少ない。北
部に位置する地域であるが，ファルツのみはやや南
にある。ファルツでは後述のように，高級なプレディ
カートワインの割合が低いが，これは北部に位置す
る地域の特色でもあり，変動が北部地域と類似する
ことには，このことが関係しているものと考えられ
る。
およそ南北の地域で差異があるが，さらに複雑な
分布があることが示される。これらには，各地域の
位置による気候の違いがあるものと考えられる。北
方のD型と南方のC型がそれである。A型とB型
は中間に位置する。基本的には北方における気候の
差異にかかわっている。
5.ワインの種類の地域的差異の影響
しかしワイン生産の変動は，気候変動と一義的に
対応するわけではない。それには，以下の要因が考
えられる。まずワインの品質は，近接した地域でも
異なり，高級品の生産割合は異なる。A型のライ
ンガウ，ヘシッシェ・ベルクシュトラッセ地域では，
とくにプレディカートワイン（Q.m.P.）に集中して
おり，B型のフランケン地域がそれに次ぐ。この高
級ワインの生産が，他と生産量の変動の違いをもた
らすことが考えられる。一方D型のアールとザー
レ・ウンシュトルートでは，プレディカートワイン
の占める割合は低い。上述の変動のグループは，超
高級，高級品種を生産する地域や，安定した生産や
北限の低い生産地域にも対応している（図18）。
またワイン生産地域により，赤ワイン，白ワイン
の割合が異なる。南で赤ワイン，北で白ワインの傾
向があるが，モーゼルやラインガウでは，白ワイン
に集中する。ただし，アールとヴュルテンベルクで
は，赤ワインの方が多い。A型，B型の地域では白
ワインが多い（図19）。
6.ワインの種類の変化の影響
ドイツでのブドウの品種別栽培面積の割合は，
1960年にはズィルヴァーナーが34.5%，リースリン
クが26.3%，ミュラー・トゥールガウが14.2%であっ
た。これらは白ワインを作る品種であるが，ミュラー・
トゥールガウは，1882年にスイス，トゥールガウ
のミュラーが，リースリンクとズィルヴァーナーか
ら交配したものである。一方，赤ワインを作る品種
では，ポルトゥギーザ （ーPortugieser）が8.2%，ブ
ルグンダ （ーBurgunder）が1.8%であった（佐々木
博，1965）。
ドイツでは伝統的に白ワインが主流であり，1980
年には白ワインを作る品種の割合は，88.6%に達し
た。しかし近年，栽培品種の割合には，従来とは異
なる変化の傾向が現れるようになった。1980年よ
り後には赤ワインを作る品種の割合が増えるように
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なり，2005年には36.8%に達し，今後さらに増加す
ることが予想される。白ワインを作る高級品種リー
スリンクは，収穫量が少なくて晩熟であるが，安定
して栽培が継続され，20%前後を占めている。ズィ
ルヴァーナーおよび交配種のミュラー・トゥールガ
ウは，多産でリスクが少ないが，ズィルヴァーナー
は急減し，ミュラー・トゥールガウも減少している
（図20）。
むしろ1980年を境に，赤ワインを作る品種の割
合が増大するようになった。とくにシュペート・ブ
ルグンダ （ーピノ・ノワール）が急増し，ドルンフェ
ルダーも増えるようになった。こうした栽培品種の
変化自体が，気候変動の影響と考えられる（図21）。
しかし，高級化は一方で生産量が低下するため，気
候変動の生産量への影響を複雑にしている。
Ⅴ ドイツ周辺の近年の気候変動とのかかわり
1.資料と方法
ワインの品質には，土壌，水はけなどの差異に加
え，とくに北方の生産地域では，天候，すなわち日
照，風，遅霜，早霜などが大きくかかわる。ドイツ
の生産地域における，現在の気候変動の把握に，ド
イツ気象庁（DWD:DeutscherWetterdienst）の
気候データを用いる。利用可能なデータは，まず平
年の月別値として，気温は675地点，降水量は4748
地点，日照時間は427地点についてである。気温と
降水量の統計期間は，1961-1990年である。次に
累年の月別値として，44地点について，1991年か
ら2007年の17年間について，利用が可能である。
またドイツの周辺地域を含めた，近年の気候変動の
把握のため，気象庁の「気候系監視年報 2006」を
用いる。これより1982年6月～2006年12月の24年
7ヵ月，295ヶ月を対象とする。これより，気温，
降水量，日照時間について抽出する。地点を，西経
5°～東経15°×北緯45°～北緯55°の範囲から，こ
の期間に欠測のない地点を選択する。
2.生産地域の平年の気候分布
ブドウの収穫は，ラインガウでは19世紀末には
10月末であったが，20世紀以降急速に早まり，現
在は10月初めである（図2）。
ワイン生産にかかわる生育期間（5-10月）の気候
要素値の分布は，それぞれ異なる。平均気温はライ
ン川の流域で高い。またドイツ旧東独南部でやや高
い。ドイツ北東部では日照時間が確保されるのに対
し，ライン下流部では少ない。降水量は南部のオー
ストリア国境付近ではきわめて高くなる（図22）。
ブドウが生育する5～10月に，日照時間が長く，
降水量が少ないことが基本的な条件であるが，それ
によくあてはまるのは，ドイツでは南部のアルプス
からかなり隔たった地域，また北東部でバルト海か
ら隔たった地域である。一方これと大きく異なるの
は，とくに北西部である。これは現在の生産地域と，
よく対応する。
3.近年の気候の変動
ワイン生産とかかわりの深い気温，日照時間，降
水量について，1991年から2007年の17年間の主成
分分析により，空間的・時間的変動の特色を示す。
気温の第1成分は，ドイツ中央部を中心とした正の
値を示し，全体的な高温状態を示す（図23）。2003
年は高く，1996年は低い。第2成分は，「南高北低」
状態を示し，寄与率はかなり低い（図24）。ドイツ
気象庁によれば，2003年はドイツでは6，7，8月は
いずれも暑かった。7月は1901年以来，最高であっ
た。夏季の平均気温は19.6℃で，平年よりも3.4℃高
かった。とくに北部から北西部で高かった。日最高気
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図21ブドウの種類と生育期間（4-10月）の平均気温
Jones,G.（2007）より作成
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温25℃以上の夏日と，30℃以上の真夏日（Heisser
Tage）は，上ラインのフライブルク（Freiburg）で
はそれぞれ83日，53日であった。
主成分のスコアとワイン生産量の関係を比較する
と，1996年は低いが，前後の年にくらべると高い。
また2003年は前後の年よりも低い。そのためこの
暖候期（5-9月）の気候は，必ずしもワイン生産と
かかわるとはいえない。
降水量の第1主成分は中部を中心に正の値を示し，
全体的な降水量の増減を示す（図25）。とくに2003
年では低く，この年の乾燥を示している。先述のよ
うにこの年は，ワインは豊作ではなく，暖候期の乾
燥はワイン生産に直接結びつかない（図26）。
日照時間の第1主成分は，南西部で高く，北東部
で低い。これは平年値の分布とは反対である。1996
年には得点が低いが，これは南西部の寡照状態が強
まったことを示す。2003年には得点は高いが，平
年の地域差が減少したことを示す。
4.ワイン生産と月別気候要素値との関係
ブドウ生育期間全体の気候は，生産量と必ずしも
かかわらないことが考えられる。生産地域として，
モーゼルとフランケンを例に検討する。モーゼルに
ついてはトリアー，フランケンについてはヴュルツ
ブルクを代表地点とし，その月別値とワイン生産量
との相関係数を求める（表3）。
その結果，相関はとくに9月の平均気温と高い。
それに次いで5月の平均気温との相関が高い。一方，
8月の平均気温とは逆相関が現れる。このことは，
秋と春，すなわち収穫や開花時における高温が良い
影響をおよぼす一方で，夏季の高温はマイナスに作
用すること，すなわち高温障害がもたらされること
を示すと考えられる。
降水量は，フランケンでは7月に逆相関が現われ
ている。すなわちこの月の少雨が良い作用をおよぼ
すが，その他での相関は低い。多雨にせよ少雨にせ
よ降水の変動は，気温ほど大きな影響を与えないと
みられる。
日照時間は，ワイン生産にはとくに8月には負に
作用している。日照時間は気温と高い相関があるが，
このことはむしろ気温の影響にもとづくかもしれな
い。
5.生育期間の主要気候要素の変化
ワインが生産されている北辺の地域において，そ
の気候の特色を検討する。北辺の3地域と，比較の
ためにワイン生産の盛んな地域，また現在ワイン生
産が行われていない地域の計5地域について，それ
ぞれ代表地点を選び，生育期間における月平均値あ
るいは月合計値の季節的変化から，気候条件の差異
について検討する。
代表地点は，東部はザーレ・ウンシュトルート地
域のラウハシュテット（Lauchstadt,Bad），また最
東部のザクセンはドレスデン（Dresden-Klotz.），
最北部のメクレンブルク・フォアポンメルンはノイ
ブランデンブルクである。また比較のために，ワイ
ン生産に恵まれたラインガウのガイゼンハイム
（Geisenheim），ワインを生産していないブレーメ
ン地域のブレーメン（Bremen）についてとりあげ
る。それぞれの，平年の生育期間の気温，降水量，
日照時間の月平均値の変化を示す（図27）。
気温が高いのはラインガウであり，この地域では
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表3 ワイン生産と月平均気候値の相関
高温が必要であることを示している。一方ブレーメ
ンでは低いが，ワイン生産をしているポンメルンも
同様に低い。ただし5月と10月にはポンメルンの
方が低くなっている。このことはとくに9月の気温
が有効に作用することを示すと考えられる。
降水はラインガウでは少ない一方，ブレーメンで
は多く，乾燥が有利であることを示している。ここ
でワイン生産をしているザクセンでも，降水量は多
い。ただし，9月には急減しているので，収穫期に
おける少雨が，有利に働いているかもしれない。
日照時間はラインガウでは多く，ブレーメンでは
少ない。またワイン生産をしているザーレでは，ブ
レーメンより少なくなっている。ただしザーレでも
9月には，他との差が小さくなっているので，収穫
時には影響が大きいものと考えられる。
6.9月の気候変動の特色
ドイツ周辺における9月の平均気温について，
1982-2006年の25年間の変動を主成分分析により
示す。第1主成分固有ベクトルの分布は，全体的な
高温状態を示す（図28）。第2主成分は，南東で高
く北西で低いパターンを示す。ただし寄与率は14%
程度である。
第1主成分の得点の変化は，1996年に低く，1999
年に高い。これはワインの単位面積当たり生産量の
変化に対応している（図29）。
Ⅵ おわりに
本研究では，欧州において温暖化がブドウ栽培に
与える影響をとりあげ，現地での実態調査また統計
調査を行い，さらに気候の変化の影響について分析
した。
そこでは，地域により異なるブドウ品種が栽培さ
れ，複数種の栽培も多いが，基本的には温度条件に
もとづく様子がみられた。そのため地域により，温
暖化の影響は異なっている。北辺の地域では低温へ
の対処が重要であるが，むしろ通常は温度不足のた
め，温暖化にも対応できる範囲内にとどまった。一
方，温暖な地域での栽培品種は従来の気温を最適と
すると考えられるが，温暖化は高温側の適温範囲を
超え，とくに高温の地域では最も耐暑性のある品種
でも高温限界を超えることが考えられる。
温暖化が1980年代後半に顕著になって以降，す
でに栽培種にも変化が生じており，ドイツでは赤ワ
イン品種の割合が増加している。また温度条件への
対応のみならず，高級品種への変化もある。グロー
バル化とEUでの生産過剰の中で，とく普通品種へ
の影響が大きく，生産量よりも品質が重要となる。
ドイツの近接地域でも高級品種の割合には差異があ
り，それは生産量の変動にもかかわる。さらに温暖
化は，アイスヴァインの収穫期日など栽培方法にも
影響をおよぼしている。
歴史気候で重要な代替資料の一つであったワイン
生産，とくにブドウの収穫日は，他の代替資料，た
とえば年輪や氷河などが気温のみならず降水量等も
かかわるのと同様，現在では上述のような地域，品
種，栽培方法などに左右される。さらに栽培品種の
変更は，それ自体気候変動とかかわるので重要な意
味をもつ反面，品種が変更されると前後での比較は
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図27 平年の生育期間（5-10月）の変化
困難となる。実際，これまでにも交配によりさまざ
まな新品種が作り出され，栽培されるものは変化し
てきた。最初の収穫には3年ほどかかるが，収穫期
間は30年ほどなので，同一個体の寿命は，年輪や
開花が用いられる樹木にくらべて短い。そのため年々
の変化は反映されるにせよ，世紀を超える期間の変
化を分析するには，大きな問題となる。
本論では，北辺地域を主な対象としているが，地
中海沿岸地域での変化も大きく，今後はむしろ南辺
地域としての分析が必要となるかもしれない。また
近年の温暖化の中では，主な対象としたドイツの伝
統的な生産地域以北でも，ベネルクス，北欧諸国，
バルト三国などにおいても，新たな商業的ブドウ栽
培が開始，あるいは試みられるようになった。欧州
北方におけるブドウ栽培は，古代に始められて中世
に再開し，近年に再再度活発化しているが，中には
古代・中世における栽培が知られていない地域も含
まれている。
そのためワイン生産の変化は，単なる再開の域を
超えるものであるが，もとより現在の変化には域内
外の情勢の変化がかかわり，従来と同じではない。
その状況は異なるにせよ，古代・中世おいてもワイ
ン生産はさまざまな要因がかかわり変化したので，
現在の温暖化とワイン生産の変化の流れの解明によ
り，その歴史気候における代替資料としての可能性
を知る手掛かりが得られるものと考えられる。その
ため本論での試みにおける成果をまとめると，以下
のようである。
1）北方のドイツでのブドウ栽培は，リースリンク
を主体とする中に，シュペート・ブルグンダー
など赤ワイン用品種もよくみられる。
2）スイスのアルプス山中の高地では，地元の高級
品種を使ったワイン生産が，自家用から商業用
に変わったところもある。
3）ドイツでは，13の生産地域以北に，ブランデ
ンブルクやメクレンブルク・フォアポンメルン
に，新たなブドウ畑が開かれている。
4）ドイツのワイン生産は，地中海沿岸にくらべて
少ないが，増加ないしは安定しており，また高
級品種に変化している。
5）ドイツのワイン生産の変動は，南北の地域差お
よび栽培品種により，類似する傾向がみられる。
6）ドイツの栽培品種は，耐冷性の強いズィルヴァー
ナーは減少し，耐冷性の弱いシュペート・ブル
グンダーなどが増加している。
7）北辺の生産地域の平年の気候からは，気温は高
く，日照時間は長く，降水量は少ないことが有
利に作用すると考えられる。
8）ただし暖候期の高温はワイン生産量と負の相関
があり，温暖化している現在では，盛夏の著し
い高温はむしろ障害となると考えられる。
9）ワイン生産量は，9月および5月の気温と，正
の相関があり，早い開花や十分な成熟が，有利
であると考えられる。
10）北辺の生産地域では，9月が高温，少雨，やや
多照であることが，生産を可能にしていると，
考えられる。
歴史時代の気候復元の代替資料とされるブドウ収
穫期日には，複合的な要因がかかわる。現在のブド
ウの収穫は，高級化および温暖化の中で，気候との
かかわりが従来とは異なる。それを資料とするには，
因果関係の十分な解明が必要であり，ワイン生産の
変遷についての詳細な分析により，代替資料として
の利用が可能となる。確実な気候復元がなされるな
ら，まず現象面よりマクロに，気候とワイン生産変
遷とのかかわりが，解明されると考えられる。
なお，近世の小氷期には寒冷が災害をもたらした
ために，主に北方が問題とされた。一方で現在の温
暖化の中では，高温による障害や干ばつなどが，深
刻化している。そのために中世のような温暖期が対
象とされる場合には，むしろ南方が問題となること
が考えられる。気候変動により恩恵を受けるよりも，
被害を受ける方がより重大な影響を与えるためであ
るが，その解明は今後の課題である。
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